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第 3 章はフィノレムの X 線 ， r 線に対するエネノレギー依存性にもとづいた現在の ]IS 規格の 2 バッ
ジ・システムを改善するための方法として，エネノレギー依存性を平坦化するためのフィノレタの組合せ
の研究について述べている。 また現在の入射 X 線 ， r 線のエネノレギー推定法の欠点を指摘し， これ
にかわるエネノレギ一分布の表示法を提案している。
第 4 章は現行の ]IS 規格では全く無視されている β 線， 電子線に対するフィルムの感度を各和エ
ネノレギーについて求め， 原子炉燃料の製造者， 大量の β 放射体取扱者の被曝線量評価に必要な基礎
資料に関する実験結果を述べている。
第 5 章は原子炉その他の中性子場における熱中性子線に対するフィノレム感度と，カドミウムの熱巾
性子捕獲 r 線に対する感度とを求め， X 線 ， r 線と熱中性子線が混在する場合の分離測定法につい
て述べている。







著者は最もよく被曝の対象となる X 線 ， r 線， β 線および熱中性子線に対するフィノレム・バッジ
による測定法を基礎的に研究し，国産のフィノレムを用いて湿度の高いわが国に適当した総合測定法を
確立し，現行 ]IS 規格の不充分な点を指摘するとともにその解決方法を示す等フィノレム・バッジ設計
上極めて重要な指針を与え，放射線工学上貢献するところが大きい口
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
戸HJu? ?
